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2017年度　学科活動報告
2017年5月23日（火）
「異文化を学び自文化を学ぶ」プロジェクト第1回講演会「Sleeping Beauty 
- A Fairy Tale in European Tradition - With Historical Documents and Artistic 
Images」
講師： ベルンハルト・ラウアー氏（ドイツ・グリム兄弟協会理事／グリ
ム兄弟博物館元館長）
2017年5月25日（木）
文学部グローバルプロジェクト 2017年度第1回講演会「インターカルチュ
ラル（文化間）能力とは何か？～カナダでの日本語教育の実践から～」
講師：野呂博子氏（カナダ、ヴィクトリア大学准教授）
2017年7月26日（水）
「異文化を学び自文化を学ぶ」プロジェクト　学科開設シンポジウム
2017年10月25日（水）
「異文化を学び自文化を学ぶ」プロジェクト　第2回講演会「文化活動家か
ら見た世界情勢─平和・反映・調和のシンボルとしての文化遺産（言語：
英語）」
講師： ファザール・ハリク氏（パキスタン、ドーン・メディア・グルー
プリポーター 、文化活動家、国際文化会館・国際交流基金招聘　
2017年度アジア　リーダーシップフェロー）
2017年11月21日（火）〜24日（金）
「異文化を学び自文化を学ぶ」プロジェクト講演・共同授業
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講師： ヘレン・キルパトリック氏　（オーストラリア、ウーロンゴン大
学准教授）
①11月21日（火）講演会　「世界からみた宮沢賢治絵本の魅力」
②11月21日（火） 授業「児童文化論B」における学生主体の共同ワー
クショップ　科目担当・竹内美紀
③11月24日（金） 学科教員との共同授業　科目「国際文化理解B」　
科目担当：平畑奈美
2017年11月29日（水）
「異文化を学び自文化を学ぶ」プロジェクト　共同授業「文化的多様性と
社会」基調講演
講師： ツォンソン・ウィー（アメリカ、ミネソタ州、ウィノナ州立大学
准教授
科目「国際文化コミュニケーション概説Ｂ」科目担当：朝比奈美知子
2017年12月1日
「異文化を学び自文化を学ぶ」プロジェクト　多言語教育の啓発（フラン
ス語）　フランス政府留学局日本支部ファニー・ドロルム氏によるフラン
ス文化・留学紹介
2017年12月14日（木）
「異文化を学び自文化を学ぶ」プロジェクト　多言語教育の啓発（ドイツ語）
「Weihnachten in Deutschland」（ドイツのクリスマス）
講師： ニーナ・カネマツ氏（ドイツ文化センター、ゲーテ・インスティ
トゥート講師）
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2018年1月19日（金）
海外招聘教員講演「フランスにおける日本のアニメの受容」
講師： アントナン・ベシュレル氏（フランス、ストラスブール大学准教
授）
2018年1月20日（土）・21日（日）
東洋大学文学部国際文化コミュニケーション学科開設記念　国際シンポジ
ウム国際シンポジウム「日本・ヨーロッパ・台湾における文化コミュニケー
ションおよび日本文化表象研究」＆「海外への日本語・日本文化発信を担
う人材育成を考える」
講師： アントナン・ベシュレル氏（フランス、ストラスブール大学准教
授）
講師：竹本俊雄氏（リール第三大学准教授）
講師：黄翠娥氏（天主教輔仁大学教授）
講師：横路啓子氏（天主教輔仁大学教授）
講師：横路明夫氏（天主教輔仁大学副教授）
講師：鈴木孝夫氏（慶応大学名誉教授）
講師： セシル坂井氏（パリ第7ディドロ大学教授、日仏会館・フランス
国立日本研究所所長）
講師：タチアナ・リハチョワ氏（モスクワ国立大学上級講師）
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2017年度　専任教員活動報告
教授　倉田　雅美
研　究　活　動
所属学会
　日本ロレンス協会（評議員）
翻　　訳
　 『Ｄ・Ｈ・ロレンスと牝牛スーザン―ロレンス文学の原点』（共訳、春風
社、３月刊行予定）
‌ 教　育　活　動
担当科目
　 Research Studies, Writing IA,B, Seminar,異文化コミュニケーション特別研
究。英語文学・英語文化、英語文学・英語文化研究指導、英語文化特殊
研究、英語文化研究指導、英文学特論Ｉ、異文化コミュニケーション（大
学院）
 委員会等
　 キャリア就職推進委員会委員、教職課程運営委員会委員、時間割担当、
協定校交換留学生指導（台湾）、ゼミ分け担当、単位認定委員会委員
そ の 他
　スマッシュテニス顧問、バスケットボールサークルMIKKY顧問
教授　鈴木　雅光
研　究　活　動
論　　文
　１．「文法書と例外」　東洋大学大学院紀要　第54集
　２．「なぜ例外に触れるのか」国際文化コミュニケーション研究　創刊号
所属学会
　日本英語英文学会　顧問
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‌ 教　育　活　動
担当科目
　 英語リーディングとライティンングⅠA/B、入門ゼミナール、高等英文
法A/B、Seminar、英語文法分析演習A/B（大学院）等
委員会等
　 大学院専攻長、学科長補佐、カリキュラム検討委員会委員、入試委員会
委員、時間割委員、予算委員、単位認定委員、各種イベント委員
そ の 他
　・修士学位論文審査（主査1名）
　・少林寺拳法部部長
　・新潟県私立新潟青陵高等学校　模擬講義（平成29年11月7日）
教授　高橋　雄範
研　究　活　動
所属学会
　日本英語学会、日本文体論学会、法と言語学会
‌ 教　育　活　動
担当科目
　 入門ゼミナール、英語リーディングとライティングⅠ、英文読解練習Ⅱ、
英語学
　大学院：語用論演習、語用論研究指導、語用論特殊研究
委員会等
　 学科長（英語コミュニケーション学科）、文学部資格審査委員会委員、
文学部図書館図書選書担当、大学院専攻委員、大学院奨学生選考委員
教授　竹野谷　みゆき
研　究　活　動
論　　文
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　 「パブリック・スピーキング研究の課題：スピーチ教育実践とコミュニ
ケーション研究の動向分析を通して」『国際文化コミュニケーション
研究』東洋大学文学部紀要第71集、国際文化コミュニケーション学科
篇 創刊号　（2018年3月）
口頭発表
『パブリック・スピーキングのいま：トーストマスターズクラブの活動
分析をとおして』東洋大学文学部国際文化コミュニケーション学科開設
記念　国際シンポジウム「日本・ヨーロッパ・台湾における文化コミュ
ニケーションおよび日本文化表象研究」2018年１月20日（土）東洋大学
白山キャンパス
その他
Human Linguistics Revew: Reading Living Language (2017), 第８章 (Performance, 
Performativity, and the Constitution of Communities) 担当（2018年3月）
所属学会
　国際語用論学会　社会言語科学会　日本語用論学会
‌ 教　育　活　動
担当科目
　 （大学院科目）テクスト理論A・B, 　テクスト理論特殊研究A・B、テク
スト理論研究指導A・B、（学部科目）Seminar、リサーチ・スタディーズA・
B、言語論A・B、ライティングIIA ・B
委員会等
　 （大学院）文学研究科委員会委員、文学部研究科選書担当（英語コミュ
ニケーション専攻）
　（全学）LEAP留学支援英語委員会委員、（学部）外国語委員会委員、
　（学科）学科紀要編集・発行委員、ゼミ分け担当、学習の手引き担当
准教授　竹内　美紀
研　究　活　動
論　　文
「YAディストピアファンタジーの英日比較─『スレーテッド』と『NO.6』
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を題材に─」国際文化コミュニケーション学科紀要国際文化コミュニ
ケーション創刊号（2018年2月）
単　　訳
　『スレーテッド①～③』テリ・テリー作、祥伝社文庫
口頭発表
　 "Finding possible way in impossible situation: A comparative study of British 
and Japanese dystopian fiction" 　IRSCL 2017、於ヨーク大学（カナダ国
トロント市）（2017.8.2.)
　 「児童文学における翻訳」東洋大学文学部国際文化コミュニケーション
学科開設記念国際シンポジウム、於東洋大学（2018.1.20)
所属学会
　 日本イギリス児童文学会、日本児童文学学会、絵本学会、比較文学会、
IRSCL（国際児童文学会）
講　　演
　 「子どもの本の翻訳者・ 石井桃子 に学んだこと」中部図書館情報学会
（2017.6.17.)
‌ 教　育　活　動
担当科目
　 児童文化論A・B、児童サービス論、読書と豊かな人間性、英語圏文学
文化と日本A・B ／世界の文学文化と日本Ⅰ・Ⅱ、英語ⅡA
委員会等
　 ゼミ分け担当、学科紀要編集・発行委員、各種認定委員会委員
その他
　 学びLIVE2017
講師　Rosa‌Suen
研　究　活　動
論　　文
　 “Educational and social benef its of English Bible study for Adult EFL 
learners”、英語コミュニケーション学科紀要　dialogos 第17号
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所属学会
　 JALT, JALT Framework and Language Portfolio Special Interest Group
‌ 教　育　活　動
担当科目
　 Seminar, Interpretation Practice A,B、　Oral Communication IIAA,AB、 Oral 
Communication IIBA,BB,　Speech Communication A,B
そ の 他
　ESS サークル顧問、“学びLive2017” 担当
講師　Joanne‌May‌Sato
研　究　活　動
論　　文
　 “Intercultural Issues within the Complex Globalising Spaces of the English 
Language Learning Context in Japan: Problems and Possibilities”, dialogos (or 
new name of journal) vol. 1 (18?)
所属学会
　 JALT (Japan Association of Language Teaching)、JALT ERSIG (Extensive 
Reading Special Interest Group)  
担当科目
　 Global Communication A, B. Oral Communication AA, AB, BA, BB. 
Interpretation Practice A, B. Speech Communication A, B. 
そ の 他
　“学びLIVE2017”
助教　バイラ　ビレンドラ　プラサド
研　究　活　動
論　　文
　 “Multilingual Education in Diverse Society”　国際文化コミュニケーション
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学科紀要国際文化コミュニケーション研究創刊号
そ の 他
口頭発表
　 “Nepalʼs National Framework and Policy in Language Education,”東洋大学英
語コミュニケーション学会第9大会、2017年7月29日
所属学会・研究所
　 日本比較教育学会、国際異文化学会、東洋大学英語コミュニケーション
学会、東洋大学アジア文化研究所
教育活動その他
担当科目
　 Computer Assisted Language Learning, Multicultural Symbiosis, Research 
Studies, Intercultural Communication II
委員会など
　各単位認定委員
教授　大野　寿子
研　究　活　動
編 著 書
　 ・グリム童話と表象文化―モティーフ・ジェンダー・ステレオタイプ―
　（2017年7月7日、勉誠出版、全429頁）
論　　文
　 ・花と妖精のヨーロッパ―挿絵が誘う「もうひとつの世界」
　 （2017年7月7日、大野寿子編『グリム童話と表象文化―モティーフ・ジェ
ンダー・ステレオタイプ』、勉誠出版、361-389頁）
翻　　訳
　 ・クラバート―ソルブの民話（６）―（パウル・ネド編）
　 （2018年2月28日、東洋大学文学部紀要「国際文化コミュニケーション研
究」創刊号〔本書掲載〕）
口頭発表
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　 ・グリム童話と挿絵の黄金時代―メルヒェン研究と文化コミュニケー
ション―
　 （2018年1月20日、東洋大学文学部国際文化コミュニケーション学科開設
記念国際シンポジウム「日本・ヨーロッパ・台湾における文化コミュニ
ケーションおよび日本文化表象研究」＆「海外への日本語・日本文化発
信を担う人材育成を考える」、於東洋大学）
講　　演
　 ・グリム童話の森を考える〔講演〕
　 （2017年9月10日、白岡市教育委員会・白岡市立図書館主催「児童文学講
座」、於白岡市立図書館）
　 ・メルヘン街道とグリム童話〔公開講座〕
　 （2017年12月16日、東洋大学公開講座、於東洋大学白山キャンパス）
所属学会
　 ・International Society for Folk Narrative Research (ISFNR)国際伝承文芸学
会
　 ・Internationale Vereinigung für Germanistik （IVG）国際ドイツ文学学会
　 ・Brüder-Grimm-Gesellschaft (BGG)グリム兄弟協会
　 ・日本独文学会
　 ・日本昔話学会
　 ・日本口承文芸学会
　 ・日本独文学会関東支部
　 ・日本独文学会西日本支部（編集委員）
　 ・日本独文学会東海支部　
　 ・九州大学独文学会　　
　 ・日本ゲーテ協会　　
　 ・ヘルダー学会
　 ・東洋大学日本文学文化学会
‌ 教　育　活　動
担当科目
　 ドイツ文化・文学研究A ／ B、ドイツ語ⅠBA ／ⅠBB、ドイツ語ⅢB、
比較文学文化演習Ⅱ・Ⅲ、比較文学文化特講A ／ B
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そ の 他
　 ・ドイツ語と英語と『グリム童話』〔特別授業〕
　 （2017年7月25日、東洋大学における出張授業制度、於神奈川県立横須賀
大津高等学校）
委員会等
　 ・語学カリキュラム小委員（全カリ）、文学部カリキュラム委員、文学
部語学委員、文学部予算委員
そ の 他
記　　事
　 ・寝台特急「サンライズエクスプレス」トラベルダイアリー
　 （2017年12月1日、東洋大学通信教育部「東洋通信」第54巻第5号（12月号）、
2-5頁）
　 ・師と私―覚悟と電話と文学と―
　 （2018年2月、「東洋大学日本文学文化学会会報」第25号掲載予定）
取材協力
　 ・バイト／仕事を楽しむキャリアマガジン“Career Groove”「大野寿子の
キャリア：あのラプンツェルを閉じこめた女は悪者なのか？ “本当に知
りたい”『グリム童話』の学び方」
　 （2017年6月2日、取材協力、於東洋大学、
　 https://cg.mpjob.jp/%E5%A4%A7%E9%87%8E%E5%AF%BF%E5%
AD%90/）
社会活動
　 ・公益財団法人ドイツ語学文学振興会編集員
教授　朝比奈　美知子
研　究　活　動
　 東洋大学HPより「研究者データベース」をご参照ください。
論　　文
口頭発表
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所属学会
そ の 他
‌ 教　育　活　動
担当科目
　 （国際文化コミュニケーション学科）国際文化コミュニケーション概説
Ａ/Ｂ、フランス語ＩＡＡ／ＩＡＢ、フランス文化・文学研究Ａ／Ｂ
　 （日本文学文化学科）比較文学文化演習Ⅱ・Ⅲ（第1部）、比較文学文化
ゼミナールⅠ（第2部）
委員会等
　 国際文化コミュニケーション学科長、国際教育センター運営委員会委員、
文学部外国語委員、文学部選書委員
教授　石田　仁志
研　究　活　動
　 東洋大学HPより「研究者データベース」をご参照ください。
論　　文
口頭発表
所属学会
そ の 他
‌ 教　育　活　動
担当科目
　 （国際文化コミュニケーション学科）入門ゼミナール１、地域文化学入
門１、東洋大学・円了研究（共同担当）、（日本文学文化学科）、近現代
文学文化演習Ⅰ（第1部・第2部）、近現代文学文化演習Ⅱ・Ⅲ（第1部）
　 （大学院）日本文学文化演習Ⅳ・研究指導Ⅳ（博士前期課程）、日本文学
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文化特殊研究Ⅹ・研究指導Ⅹ（博士後期課程）
委員会等
　社会貢献推進センター運営委員会
准教授　堀　ひかり
研　究　活　動
　東洋大学HPより「研究者データベース」をご参照ください。
論　　文
口頭発表
所属学会
そ の 他
‌ 教　育　活　動
担当科目
入門ゼミナール、日本文化表象IAB、近現代文化論AB、近現代文学文
化演習Ⅱ&Ⅲ、インターンシップ・ボランティア活動、地域文化学入門
委員会等
准教授　平畑　奈美
研　究　活　動
　東洋大学HPより「研究者データベース」をご参照ください。
‌ 教　育　活　動
担当科目
日本語教育論Ａ、日本語教育論Ｂ、国際文化理解Ａ、国際文化理解
Ｂ、対照言語学、日本語と日本社会Ａ、日本語と日本社会Ｂ、日本語Ⅰ
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BA3、日本語ⅠBB3
委員会等
文学部外国語委員、文学部選書委員、他
その他
学びLIVE2017
准教授　萩原　喜昭
研　究　活　動
　東洋大学HPより「研究者データベース」をご参照ください。
‌ 教　育　活　動
担当科目
東洋大学自然科学教室HP(以下)をご参照ください。
http://www.shizen.toyo.ac.jp
委員会
自然科学委員会、文学部グローバル化推進委員会、文学部カリキュラム
検討委員会、他
